
時間統計論



時間統計論とは

・ 時間統計論とは、過去の月足や週足などのローソク足の陰線や陽線を
１月や１週目などの季節ごとに数えて傾向を見つけることです。

例えば、次のページでも紹介しますが、ドル/円の８月の月足の陽線と陰線の
数を過去２０年間数えてみると、陽線の数が５、陰線の数が15となっており、
陰線のほうが多くなっています。

つまり、過去20年間の統計を取ると８月のドル/円は陰線が出る確率が７５％
だったということになります。

このような情報を参考にしてトレードを組み立てることもあります。

今回は、月足の時間統計論を説明していきます





ドルストレートの月足の陽線と陰線の数



クロス通貨の月足の陽線と陰線の数



時間統計論まとめ

・このように各通貨ペアの月足の陰線の数と陽線の数を調べると季節ごとの
傾向が見えてきます。

なぜこのような傾向が出てくるのかというと、企業の決算などの会社カレンダー
が影響を及ぼしています。

例えば、年末に向けて円安に向かう理由は様々な理由がありますが、大きな
理由としては、日本に進出している海外企業が本国の決算のために持っている
日本円を売って自国の通貨に戻すからと言われています。

８月が円高になりやすい理由も、日本にはお盆があり、トレードを行っている日
本企業がポジションを閉める。つまり、円に買い戻す動きがあるからと言われて
います。（その他様々な理由があります。）



時間統計論まとめ

・このように、その季節ごとの傾向をトレードに生かす方法もFXでは有効です。

しかし、注意してほしいのは、あくまで傾向であるということです。
どれだけ、その月の傾向が強くてもそれをひっくり返す事柄は起こりえますし、
あくまで統計だということです。

過去20年間で陽線が付いた確率が80％だったとしても、残り20％は陰線が付
く確率があるということになります。

そこに注意しましょう。




